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 偉
大
な
漫
画
家
の
生
誕
を
祝
う

　
 　
 石
ノ
森
章
太
郎
メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

　「
石
ノ
森
章
太
郎
メ
モ
リ
ア
ル

デ
ー
イ
ベ
ン
ト
（
同
ふ
る
さ
と
記

念
館
友
の
会
主
催
）」が
１
月
　
日
、

２７

同
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
石
ノ
森
さ
ん
の

誕
生
日
が
１
月
　
日
で
あ
る
こ
と

２５

か
ら
、
毎
年
１
月
下
旬
の
日
曜
日

を
生
誕
記
念
日
に
定
め
、
同
氏
の

偉
業
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
、
今
年
で
７
回

目
と
な
り
ま
す
。

　
親
子
た
こ
作
り
に
は
、
市
内
の

親
子
連
れ
約
　
人
が
参
加
。
石
ノ

５０

森
塾
生
と
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

の
指
導
で
、
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た

和
紙
と
竹
ひ
ご
を
使
っ
て
完
成
さ

せ
、
近
く
の
水
田
で
た
こ
揚
げ
を

し
ま
し
た
。

　
漫
画
教
室
は
、
東
北
高
マ
ン
ガ

部
の
顧
問
と
部
員
が
指
導
。
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
色
を
使
っ
て
協
力
し
な
が
ら
、

思
い
思
い
の
漫
画
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
昼
食
時
に
な
る
と
、
き
ね
と
臼

を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の
も
ち
つ
き

を
実
演
。
地
元
産
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
や
ず
ん
だ
な
ど
を
使
用
し
た
も

ち
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ダ
イ

ナ
」「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ブ
ラ
ッ
ク
R

X
」
な
ど
に
出
演
し
て
い
た
石
ノ

森
さ
ん
の
長
男
、
小
野
寺
 丈
 さ
ん

じ
ょ
う

を
招
き
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
。

父
親
「
章
太
郎
」
の
思
い
出
や
親

子
な
ら
で
は
の
秘
話
を
語
り
、
生

誕
を
祝
い
ま
し
た
。

親子で協力してオリジナルのたこを完成させました

協力しながら漫画を描く参加者

小野寺丈さんが父親「章太郎」を語ったトークショー

貴重な文化財
を守るために

文化財防火デー防災訓練

地区住民による重要物搬出訓練

本番さながらに建物へ一斉放水しました

　
昭
和
　
年
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画

２４

（
国
宝
）焼
失
を
教
訓
に
定
め
ら
れ

た
文
化
財
防
火
デ
ー（
１
月
　
日
）

２６

に
ち
な
み
、
１
月
　
日
、
南
方
町

２７

の
市
指
定
重
要
文
化
財
「
大
嶽
山

興
福
寺
」
で
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
地
区
住
民
、
消
防
団
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
施
設
関
係
者

ら
約
１
６
０
人
が
参
加
。
本
堂
西

側
に
あ
る
大
嶽
山
交
流
広
場
付
近

の
山
林
か
ら
火
災
が
発
生
し
、
延

焼
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
想
定
し
て

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
火
災
発
生
の
通
報
や
、

駆
け
付
け
た
住
民
に
よ
る
建
物
内

か
ら
の
重
要
物
搬
出
、
消
火
器
の

取
り
扱
い
指
導
な
ど
を
実
施
。
農

業
用
散
水
機
械
器
具
を
使
っ
た
消

火
、
建
物
へ
の
一
斉
放
水
な
ど
も

本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
に
は
、
会
場
を
南

方
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、

住
職
の
嶽
内
 真
  弘
 さ
ん
に
よ
る
文

し
ん
 こ
う

化
財
講
座
、
市
消
防
署
西
出
張
所

の
戸
田
所
長
に
よ
る
防
災
講
座
も

開
か
れ
、
参
加
者
は
貴
重
な
文
化

財
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
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 親
し
ま
れ
た
軽
便
を
懐
か
し
む

　
 　
　
　
      市
民
劇
場
「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」

　
　
回
目
と
な
る
市
民
劇
場
「
夢

１０
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」（
財
団
法
人
登

米
文
化
振
興
財
団
主
催
）
が
２
月

　
、　

の
両
日
、
登
米
祝
祭
劇
場

１６

１７

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
大
正
か
ら

昭
和
中
期
に
か
け
て
登
米（
南
方
・

迫
・
中
田
・
東
和
・
登
米
）
と
栗

原
（
瀬
峰
）
の
間
を
走
り
、「
軽
便

こ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
た

「
仙
北
鉄
道
」
。「『
軽
便
こ
』
は
時

空
を
超
え
て
～
仙
北
鉄
道
物
語

～
」
を
タ
イ
ト
ル
に
、
廃
線
当
時

の
暮
ら
し
の
様
子
や
心
情
な
ど
を

市
内
外
の
出
演
者
約
　
人
が
演
じ

３０

ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

１０

「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」
は
、
旧
９

町
に
伝
わ
る
民
話
な
ど
を
題
材
に

公
演
を
行
い
、
昨
年
度
で
一
巡
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
９
年
続
い
た

夢
フ
ェ
ス
タ
を
終
わ
ら
せ
て
は
な

ら
な
い
と
、
こ
れ
ま
で
の
演
出
者

や
出
演
者
ら
が
中
心
と
な
り
「
夢

フ
ェ
ス
タ
を
つ
く
る
会
」
を
結
成

し
、
公
演
に
向
け
た
準
備
を
連
日

連
夜
、
熱
心
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
夜
公
演
の
初
日
は
９
６
５
人
、

最
終
日
の
昼
公
演
に
は
１
，
０
９

５
人
と
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
大

盛
況
で
、
熱
の
こ
も
っ
た
演
技
に

会
場
は
わ
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
や

歓
声
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

　
鑑
賞
し
た
市
内
の
男
性
は
「
昔

懐
か
し
い
仙
北
鉄
道
を
題
材
と
し

た
創
作
劇
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
自
分
の
若
い
と
き
を
思

い
出
し
、
込
み
上
げ
る
も
の
が

あ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

約１５０人のボランティアの力で進められた市民劇場

劇は現代の人間が昭和４２年の登米駅にタイムスリップ

場内では地場産品の販売や仙北鉄道展を同時開催

県知事と活発
な意見を交換

認定農業者連絡協議会
新春意見交換会

「元気のでる宮城の農業」をテーマに意見交換

代表者の要望や質問に一つ一つ丁寧に答える県知事

　
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
（
髙

橋
 幸
  三
 会
長
・
迫
町
）
と
村
井
 嘉
 

こ
う
 ぞ
う
 

よ
し

 浩
 県
知
事
と
の
新
春
意
見
交
換
会

ひ
ろが

１
月
　
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ

３１

イ
ン
佐
沼
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
認
定
農
業
者
や
県
、
市

の
関
係
者
ら
約
１
１
０
人
が
参
加
。

「
元
気
の
で
る
宮
城
の
農
業
」
を

テ
ー
マ
に
、
認
定
農
業
者
の
代
表

３
人
が
米
の
生
産
調
整
算
定
方
法

の
見
直
し
や
飼
料
代
の
支
援
、
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
プ
ラ
ン
ト
整

備
な
ど
を
村
井
県
知
事
に
要
望
し

ま
し
た
。

　
水
稲
と
露
地
野
菜
を
栽
培
し
て

い
る
加
美
山
 竜
 

り
ゅ
う

 太
 さ
ん（
豊
里
町
）

た

は
、「
宮
崎
県
の
よ
う
に
広
報
活

動
を
強
化
し
て
、
県
内
農
産
物
を

全
国
に
広
め
て
ほ
し
い
」
と
要
望
。

村
井
県
知
事
は
「
わ
た
し
も
県
内

の
農
産
物
が
全
国
で
も
た
く
さ
ん

売
れ
る
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
て
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
あ
る
の
で
、

県
民
全
員
で『
食
材
王
国
み
や
ぎ
』

を
宣
伝
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

話
し
ま
し
た
。


